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＜連絡事項＞

・各病棟・南山苑患者様の下痢・嘔吐について対応
3/5（木）夕食後より嘔吐・下痢・発熱症状ある患者様が西病棟以外、数名発生

　しています。
北病棟では以下の症状の方が出ています。

Drの診察を受けている方

・木村　梅子様（嘔吐）・清川　厚子様（嘔吐・発熱）・菊地　明子様（嘔吐）

· 戸賀沢　潔様（発熱）　・稲垣　恵利子様（発熱・嘔吐）　

症状の訴えのある方

· 三上　勇様（吐気）・大上　なみ様（吐気・下痢）・浅野　秀子様（吐気・下痢）

· 小坂　君子様（下痢）　・佐藤　恵圀様（吐気）　・滝田　英人様（吐気）

＊引き続き、他の患者様も上記症状がないか、観察をして行きましょう。

　
感染性を考え汚物の扱い方法

　①手袋・マスク予防衣を着用し、直接付着を避ける。

　②汚染された床等、ハイターで拭きとる。

　③汚物は飛散しないよう新聞紙等で覆い、吐物にハイターを混ぜ、ビニール袋に包み感染性の廃棄物へ廃棄。

・第10回院内研修についてご案内します。

日時：平成２１年３月２３日（月）・３月２４日（火）１７：３０～１８：３０
場所：青南病院　メンタルケア病棟3F会議室
内容：「利用者様満足度調査結果からのグループワーク」
講師：大釜　定之さん（接遇向上・苦情相談委員会）
※当日はグループワークを実施します。グループ編成を行いますので、勤
務表が掲示されましたら3月16日（月）までに出欠予定の記入を確実に
行ってください。なお記入のない場合には当日参加は不可能となります。
・本日13：30より防災訓練を行っています。

本日の取り組みについて、各病棟の取り組みと合わせ、反省点・改善点など後日カンファレンスで話し合って行く事にしています。

＜患者様連絡事項＞

・清川厚子様　　木村梅子様　　菊地明子様

昨日夜間から早朝に掛け下痢・嘔吐・歐気・発熱見られており、田名部Dr診察しています。

【内服】

ミヤBM3.0ｇ　

ナウゼリン（5）3Ｔ　3×毎食後　　3日分　臨時処方となっています。

※服用について、嘔吐ある事から、少しの水で服用する様伝えていきましょう。

又、吐気の強い方には無理に服用しなくても良いとの事です。

【点滴】　

1 ペンライブ500ml　アスコルビン酸1A　ダイビタミックス1A　

2 ペンライブ500ml

3 ペンライブ500ml

1本4時間、計3本で12時間処方となっています。本日11：00より施行しています。

【食事】

・本日昼より食止めの指示あり、食事箋は栄養課へ提出しています。

・明日10：00に田名部Dr診察予定であり、食事摂取が可能であれば、食事開始指示箋を忘れず記入して頂きましょう

【食事発注について】

・食事の発注については、食止めの患者様に関しては発注せず必要であれば、直接日清へ電話にて依頼してよいとの事です。

・戸賀沢　潔様～本日プログラムの中寒気の訴えあり、体温測定にて、37.5度の発熱あり、以後38.2度まで体温上昇。主治医不在のため、安ヶ平Drへ情報提供しています。

PL　3P　3×1　3日分

アンヒバ坐薬　1個　処方となっています。

・稲垣　恵利子様～本日医事より、小遣い1万円受け取り、スタッフ預かりとしています。

外泊の日程についてご家族様より連絡をいただける事になっていましたが、現時点での連絡は無い状況となっています。

居室について、現在嘔吐・下痢の原因が分かっていない状況となっており、感染も視野にいれた対策として、清川　厚子様には403号室の大上　なみ様のベッドを使用して頂き、大上様には、308号室の清川様のベッドを使用して頂いています。

＜SSTミーティング＞

· 明日3/7（土）短期目標設定

前回の短期目標評価の反省を活かした目標の設定をして頂き、自分の決めた目標である事を意識して頂く様伝えていきましょう。

・今年度最後の月となる為、出来たこと・出来なかった事を振り返り、考えて頂きましょう。

＜猪股Drケースカンファ＞

・蛯名　勝幸様～手の振えがあり、首の後ろの部分でジリジリと音がすると話されており、今回行われる定期採血にて血中濃度（リチウム・パルプロ酸・クロナゼバム）の検査を追加で行う事にしています。

・井上　和美様～眼精疲労改善目的により、サンコバ点眼薬1本処方となっています。

・駒木　洋士様～皮下膿瘍について、現在皮膚科診察にて処置している事情報提供　　　

しています。

















































